道路舗装工事作業手順書及び危険有害要因特定標準モデル
1.準備作業手順書及び危険有害要因の特定（共通編）
	作業名
	道路舗装工事の準備作業
	使用材料
	

	使用機械
	
	作業人員
	職長、交通誘導員、運転手、作業員

	使用工具
	
	資　　　格
	


	作業
区分
	手　　　　順
（主なステップ）
	急　　　　所
（安全・成否・やりやすく）
	危　険　有　害　要　因
（予測される危険）
	重大性
	頻　度
	評価点
	評　価
	危　険　有　害　要　因
の　防　止　対　策
	誰が
	備　　　　　考　（図）

	準　備　作　業
	1.安全朝礼(夕礼)をする
	①全員参加で

②当日の主な作業内容を

③特に危険な作業と場所を
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	2.作業前のミーティングをする
	①関係協力会社全員で

②作業方法、手順を綿密に確認し

③他職間との作業調整を
	
	
	
	
	
	
	
	☆現地ＫＹボードでシンプルに
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　記録は必ず残そう

	
	3.KY活動をする
	①KYボードで

②危険のポイントを決め

③行動目標を唱和し
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	4.機械、工具、作業場所の点点検をする

1)工具、道具、保護具の点検をする
	①指定項目点検表で(チェックリストで）
②目視で

③作動させて
	・点検不備による災害
	○
	○
	○○
	1
	・点検表を使用し、不良箇所があった場合は、整備終了後係員、職長に報告する
	
	

	
	2)建設機械、工事車両の点検をする
	①指定項目点検表で(チェックリストで)
②目視で
③エンジンをかけて
	・整備不良による災害
	○
	○
	○○
	1
	・係員、職長立ち会いで点検表を使用し、外観目視とエンジンをかけ点検する異常を発見した場合は、整備してから使用する
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	3)作業場所、保安仮設施設の点検をする
	①職長の指示で

②当日の作業範囲

③地下埋設物、架空線、他占用物を
	・接触による損傷事故
	○
	○
	○○
	1
	・職長は当日の作業範囲を点検する

地下埋設物、架空線等がある場合は目立つマーキング、架空線注意喚起の旗を立てる
	
	


